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　写真（図表）貼り付け部分
　
　　●縦型１枚（A2~Ｑ21の範囲）
　
　　　　もしくは
　
　　●横型2枚（参考に縦半分のところに点線を入れているが、
　　　　　　　　　　A2~Ｑ21範囲に収まるのであれば、2枚の写
　　　　　　　　　　真(図表)サイズ大小は問わない。）

　　　　※様式３-２の「２．取組内容」などと関連した
　　　　　 写真（図表）としてください。

　公民館の沿革・年表
昭和53年　神田公民館開設
昭和56年　愛知県公民館連合会優良公民館表彰受賞
平成 元年　内外装改修工事実施
平成 ６年　公民館生涯学習推進委員会設置

　左図・写真の説明など（PRポイントなども可）
上の写真は、至学館大学との連携で開催した「シニア健康づく
り教室」で、大学生が講師となり高齢者に運動を教え、筋力を
測定し、その結果についてアドバイスしているところである。10月
から12月にかけて全10回開催する講座で、毎週顔を合わせ
るため、最終回は孫と別れを惜しむかのようにさみしくなる人も
いる。左の写真は「いこいの春アート」という講座で、社会福祉
施設利用者と地域住民が協力して１枚の春の景色の絵を制
作するため、各々でパーツの色塗りをしているところである。完
成した絵は、社会福祉法人の施設や公民館で展示をした。

２．建物設置年月日 昭和53年4月1日 ４．来館者のインターネット接続最大端末数 20台

１．公民館対象人口 4519人 ３．来館者のインターネット接続環境 無線ＬＡＮ（Wi-Fi等）
公民館情報

６．来館者数
学級・講座 1460人 貸館、サークル活動 18011人 講演会、展示会等 人

合計 20,109人

５．運営主体 市町村教育委員会 指定管理者 その他

その他 638人 公民館まつり

若者のまちづくり参画 健康づくり 高齢者の学び支援 障害者の学び支援

その他

ICTの活用 防災 地域学校協働活動 コミュニティ・スクール
ボランティア養成 地域資源を活用した

まちづくり
日本語を母語としない住民
の学び支援 自主夜間中学

職員のうち社会教育主事有資格者の数 0人 職員のうち社会教育士の数 0人 合計 7人
７．職員数

専任 2人 兼任 0人 非常勤 5人 ボランティア協力者 0人

９．公民館運営審議会 あり なし その他
８．予算 市区町村予算 委託金 自治組織等予算 寄附等 その他

10．公民館が実
施している、もしく
は、関わっている取
組・事業の分類

子育て支援 家庭教育支援 子どもの体験活動 子ども食堂

博物館 青少年教育施設 その他
北崎自治区、神田コミュニティ推進協議会、北崎みどり会（老人会）、神田女性の会（婦人
会）、神田小学校、至学館大学、神田児童老人福祉センター、社会福祉法人憩の郷など

11．施設の特
徴、魅力

複合施設 図書館 学校 生涯学習センター

大府市立神田公民館
OPEN 9:00〜21:00 H　P
T E L 0562-46-2620 SNS

その他
自由記述 昭和の懐かしいものを展示し、利用者が昔話に花を咲かせている。

12．各種事業等
で連携・協働して
いる団体等
（団体名記述）

幼稚園・保育所 小中学校 高校 大学
企業 NPO 各種団体 行政機関
図書館

学びって面白い！ 大府市立神田公民館（愛知県）

シニア健康づくり教室

「いこいの春アート」
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「学びって面白い︕」をテーマに様々な分野の講座を企画し、講師に地域性や参加者の関心事
などを伝え、より良い学びの時間をつくり、住民の興味関心をさらに広げていきたいと考えている。
また、若い世代などにも公民館を身近に感じてもらうため、柔軟性をもって様々な人の可能性を
受け入れ、若者が活躍できる機会を創ることが大切であると感じている。

左欄記載内容に関係
する写真（図表）を

貼り付けて下さい

６．これから公民館をどのようにしていきたいか。次の仕掛けやビジョンなど。
複数日程で行う講座では、講座後に自主団体として活動できるよう、公民館が伴走しながら自
立を目指し、学びの自主性を育んでいきたい。また、地域共生事業の講座や全世代が参加す
る全世代型サロンなどにより、様々な人が交わることができる公民館として、あらゆる人にアプロー
チをしていきたい。

左欄記載内容に関係
する写真（図表）を

貼り付けて下さい

５．公民館として大切にしていること、大切にしている考え

１．取組を進めた要因・背景、地域課題、住民ニーズなど
●大府市神田地区では、高齢者の割合が高いため、健康体操や認知症予防などの講座が充実していたが、学びたいニーズに
合っていたのか疑問に感じていた。
●若い世代や障がいのある人、また国籍の異なる人たちの公民館利用が少ない。

２．取組内容（力を入れている活動、特徴的な活動、地域課題解決の活動、運営の工夫など）
【教養分野の講座の開催】
学びって面白い︕
【楽しい教養講座開催プロジェクト（高齢者の学び支援）】
上記の課題から、講座の幅を広げるため、過去に講座内容が好評だった講師から、他の講
師を紹介してもらい、浮世絵、古典籍、復元模写、クラシック音楽、唱歌など様々なジャン
ルのテーマの講座を企画し、講座開催予定を一覧にして地域住民に手渡した。
【みんなが交わる公民館（取組全体）】
障がいをもっている人や国籍の異なる人も一緒に参加する事業を「地域共生事業」と名づ
け、地域の社会福祉法人と協力し、精神障がいや引きこもりの方と地域在住の高齢者の
皆さんとが一緒に参加できる健康体操やアート制作を行った。また、公民館に隣接する竹
林を整備する団体の協力を得て、地域の子どもたちに水鉄砲作りを教える講座を大学生が
補助講師として行ったり、高齢者向けの健康づくり教室で大学生が講師として活躍するな
ど、若い力を地域に活かした。さらに、「対話のレッスン」という演劇手法を用いてコミュニケー
ションについて学ぶ講座では、高齢者以外にも特別支援学校に通う生徒や外国籍の高校
生など幅広い世代が参加し、異なる世代の人との対話を楽しんだ。

左欄記載内容に関係
する写真（図表）を

貼り付けて下さい

左欄記載内容に関係
する写真（図表）を

貼り付けて下さい

３．取組による成果や効果
【各活動による成果・効果（学びって面白い）】
●内容問わず積極的に参加する住民が増加した。
●住民から講師を紹介してもらえた。
●公民館講座への関心が広がり、次にどういった講座があるのかと尋ねてくる人が増えた。

【取組全体による成果・効果】
●世代による考え方の違いを知ることが新鮮で楽しかったと感想があった。
●障がい者や大学生が公民館まつりでブースを出すなど積極的に参加し、活気に溢れた。

左欄記載内容に関係
する写真（図表）を

貼り付けて下さい

４．取組の検証・改善を行う仕組み・方法
●自治区・コミュニティ・学校関係者等15名で構成する生涯学習推進委員会を年４回開催し、公民館事業や地域の現状等
を議論するなど、地域拠点としての役割を意識した公民館運営を行っている。
●高齢者が多く集まる場に顔を出し、住民の世間話からニーズなどを引き出すようにしている。
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○○

○○○
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初めての弁当づくり教室

坊さん漫才

公民館まつりへの出店

対話のレッスン

唱歌の楽しみ


